
（様式―１ 表紙） 

 

１ 調査名称：奈良市都市・地域総合交通戦略策定調査 

 

 

２ 調査主体：奈良市 

 

３ 調査圏域：奈良市全域 

 

４ 調査期間：平成 30年度～令和元年度 

 

５ 調査概要： 

 本市は地理地形条件や都市機能等の地域特性から、東部、中部、西北部の

３つの地域に類型化できる、公共交通不便地域の存在、慢性的な渋滞、また

は高齢化に対応した交通環境の未整備など、地域ごとに異なった課題を有し

ている。 

 また、人口減少と高齢化に伴う社会構造の変化に対応したコンパクトで持

続可能なまちづくりを推進するために、立地適正化計画を策定することとし

ており、さまざまな交通施策を計画的に進めるべく総合交通戦略を策定する

ものである。 

  平成 30 年度分の調査は、現況把握・課題整理、市が目指す将来像の設定、

及び総合交通戦略目標の検討までをもって完了とし、平成 31年度に協議会等

を開催する上での基礎資料とし、引き続き検討を行う。 

 

  



（様式―２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 １ 調査名称 

   奈良市都市・地域総合交通戦略策定調査 

 

 ２ 報告書目次 

   １ 業務概要 

1.1 業務の目的 

1.2 業務概要 

1.3 業務の全体構成 

   ２ 現況把握及び課題整理 

    2.1 上位計画や関連計画の整理 

    2.2 奈良市の現況整理 

    2.3 奈良市の交通特性の現況整理 

    2,4 市民アンケート調査 

    2.5 現況・課題のまとめ 

   ３ 市が目指す将来像の設定（素案） 

    3.1 総合交通戦略の位置づけ 

    3.2 将来都市像の設定 

   ４ 総合交通戦略目標の検討（素案） 

    4.1 地域別の目標 

  



（様式―２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現況把握・課題整理 

市民アンケート 

市が目指す将来像の設定（素案） 

総合交通戦略目標の検討（素案） 

平成３０年度成果 

評価指標・数値目標の設定 

施策パッケージを構成する

施策・事業の検討 

施策パッケージ構築の工夫 

実施プログラムの作成 

原案の作成 

奈良市総合交通戦略の策定 

国土交通大臣送付・認定 

庁内検討会 協議会 

パブリックコメント 

平成 30年度 

平成 31・令和元年度（予定） 



（様式―３ａ 調査成果） 

Ⅱ 調査成果 

 １ 調査目的 

   本市は地理地形条件や都市機能等の地域特性から、東部、中部、西北部の

３つの地域に類型化でき、それぞれ異なった交通特性や課題を有している。

さまざまな交通施策を地域の事情に即して推進していくために、実施時期、

実施主体、評価指標等をとりまとめた総合交通戦略の策定を進めるに至っ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ２ 調査フロー   
1) 現況把握及び課題整理 

 平成 30年度 

3) 市が目指す将来像の設定（素案） 

5) 平成 30年度成果 

 
9) 施策パッケージを構成する施策・事業の検討 

10) 施策パッケージ構築の工夫 

 平成 31・令和元年度 

6) 総合交通戦略目標の検討（協議会等に伴う修正） 

7) 総合交通戦略目標の設定 

11) 実施プログラムの作成 

13) パブリックコメント 

14) 奈良市総合交通戦略の策定 

 

 

協
議
会 

2) 市民アンケートの実施 

8) 評価指標・数値目標の設定 

4) 総合交通戦略目標の検討（素案） 

12) 奈良市総合交通戦略 原案の作成 

 

  

  



３ 調査圏域図 

   調査圏域は奈良市全域とする。 

 

  



（様式―３ｂ 調査成果） 

 

４ 調査成果 

 

  本調査の期間は２ヶ年を予定しており、平成３０年度の調査・検討を踏ま

え、平成３１年度も引き続き総合交通戦略の策定に向けた検討を進めること

としている。よって、本調査成果について、現時点では検討段階であること

から非公開とする。 


